
＜施設設計要求書（概要）＞

№ 頁 No. 大項目 中項目小項目細項目 項目名 質問事項 回答
48 4 第2 3 適用基準等 　標準仕様書の最新版とは、実施方針が公

表された平成１６年３月３１日現在の最新版
という理解でよろしいでしょうか、ご教示下さ
い。

　入札説明書等の公表時といたします。

49 5 第2 5 （1） 事業スケ
ジュールにつ
いて

　工学部２号館は、講義室がありますが、当
該工事期間中は一切利用されないと理解し
てよろしいでしょうか、ご教示下さい。

　ご理解の通りです。

50 5 第2 5 （1） 事業スケ
ジュールにつ
いて

　例えば工学部１号館の場合、Ⅰ期工事期
間中は、Ⅱ期工事対象部分は入居した状態
と理解してよろしいでしょうか、ご教示下さ
い。

　ご理解の通りです。

51 5 第2 5 （1） 事業スケ
ジュールにつ
いて

　当該施工工区以外は入居した状態とあり
ますが、例えば工学部１号館の場合、入居
している部分において精密な測定作業等の
研究活動を行っている場合、工事に使用す
る機材等が制約されることも考えられますの
で、工事期間中、配慮する事項についてご
教示下さい。

　撤去・工事については騒音・振動等が少ない
工法及び、停電、断水等についてもご配慮願
います。
　事前に工事工程を提出し、大学と綿密なる
打合せ、確認の上、工事を行うこととします。

52 7 第2 5 （5） 1） 大学との協議
事項について

　予め、予想される工事用車輌の搬出入動
線をご指示いただけないでしょうか。

　後日提示いたします。

53 7 第2 5 （5） 1） 大学との協議
事項について

　工事の期間･工事時間に関し、制約（土・
日・祝日の稼動や、１日の開始時間及び終
了時間、夜間工事の禁止等）がありましたら
ご教示下さい。

　学校の行事等により年間１０日程度の工事
休止日を予定しております。また、法制度遵守
のほか、早朝・夜間等については学内・近隣
住民等へのご配慮願いします。

実施方針等に関する質問回答書
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